
【学校教育目標】高い志をもち、感動を体感しながら、たくましく未来を切り拓く生徒の育成

制服の改定に関するアンケート結果
本校では昨年度より、制服の改定についての検討を始めています。昨年度は、生徒総会

や学校運営協議会にて、国府中生徒にふさわしい制服について協議を行いました。今年度
は、制服検討委員会を立ち上げて検討を継続しており、このたびその過程の1つとして、
８月２８日（水）～９月６日（金）にかけて、アンケート調査を行いました。調査対象は、
国府中学校の全学年、勝間小・松崎小・牟礼南小の５～６年の各家庭で、期間内に566
件の回答がありました。ご協力、ありがとうございました。紙幅の都合上、一部ではあり
ますが、結果を紹介します。

１ ブレザー型制服の導入についての

賛否とその理由（一部）

・時代のニーズに合っている。 ・お下がりが使えなくなる。
・プリントに書いてあるメリットに納得した。 ・セーラー服がかわいいから。
・締め付けがなく、襟元がラク。 ・性別がわかりづらくなる。
・性の多様性への対応ができる。 ・経済的な負担が増える。
・寒暖差への対応がしやすくなるから。 ・卒業までの期間が短い。

２ 制服に必要な要素として、重要だと思われるもの。※複数回答可。横軸は％。

※その他自由意見 ・価格：1.1% ・しわになりにくさ：0.2% ・伝統：0.2% など

その他、大変多くのご意見をいただきました。ご協力ありがとうございました。

10月の主な学校行事

２日(水) 生徒集会 １８日(金) 中間テスト（～21日）
４日(金) 英語検定 ２１日(月) 文化祭ウィーク開始（～25日）
７日(月) 中間テスト範囲発表 教育実習開始（～11/1）
９日(水) 習熟度テスト（３年） ２６日(土) 合唱コンクール

１１日(金) テスト週間開始（～18日） ２７日(日) 文化祭
１２日(土) 県新人大会（～13日） 28,29日(月，火) 振替休日
１６日(水) 学力定着状況確認問題（1,2年）

賛成でき
ない

18.6％

賛成できる

81.4%

誠実 敬愛 勤勉

国府の風
令和６年 ９月２０日

防府市立国府中学校

ＴＥＬ ２２－１３６９

学校だより 第８号



吹奏楽部定期演奏会から
９月１５日（日）、三友サルビアホールにて本校吹奏楽

部が定期演奏会を行いました。校歌や「ふるさと」を歌う
さわやかな歌声や、鳥肌が立つような緊迫感あるコンクー
ル曲の演奏を披露した第１部に始まり、さまざまなゲスト
をお迎えした第２部、クイズコーナーや寸劇などを織り交
ぜ、楽しい演出に満ちた第３部まで、およそ２時間半があ
っという間の素晴らしいステージでした。約８００名が客
席を埋め、大いに盛り上がりました。

学校評価アンケート（前期）の結果から
１学期末に実施しました学校評価について、主な成果や課題をお知らせします。このた

びの結果を踏まえ、今後の教育活動の改善を図って参りたいと考えています。今後とも、
どうぞよろしくお願いいたします。今回は、生徒の結果にもとづいた分析を紹介します。

※「肯定率(%)」とは・・・「４：あてはまる」「３：おおむねあてはまる」と回答した割合の合計

【生徒の結果から】（成果）

番号 設 問 内 容 肯定率(%)

6 先生は、授業の中で、めあての提示や振り返り活動、さらには、得た知識や技能をもとに、 98
生徒自らが主体的に考える場面を設けていますか。

8 授業や道徳等の時間に、人の生き方や優しさ、思いやりの大切さについて考える機会があ 98
りますか。

15 あなたは、きちんとした服装と着こなしで生活していますか。 98

19 あなたは、３分前入室、２分前着席、１分前黙想を守っていますか。 96

21 あなたは、国府中学校の生徒であることに誇りを持っていますか。 94

設問6，8の回答から、各教科の授業や、道徳の授業において、充実した取組がなされていると受け止め
ていることがうかがえる。また、設問15，19の回答から、規範意識をもち、落ち着いた学校生活を送ること
ができていることがわかる。そして、多くの生徒が本校の生徒であることに誇りをもっていることがわかる。
今後も、これらの成果の一層の定着や、更なる発展をめざして取り組んでいきたい。

【生徒の結果から】（課題）

番号 設 問 内 容 肯定率(%)

7 あなたは、自主学習ノートやワーク等を有効活用し、１・２年生は１日２時間以上、３年生は１日３ 60
時間以上の家庭学習に取り組んでいますか。（塾や家庭教師の時間を含む）

9 あなたは、地域の奉仕活動や行事等に積極的に参加するよう心がけていますか。 58

4 あなたには、気軽に相談でき、何事にも親身になって対応してくれる先生がいますか。 84

設問7の肯定率は、昨年度より１ポイント増加しているが、やや低い状況である。本校の大きな課題と受
け止め、一人一台のタブレット端末の利活用等、家庭学習を充実させるための手立てを講じていく必要が
ある。設問9は肯定率こそ低いものの、毎回の参加者は多く、活動も充実していることから、参加者にやや
偏りが生じていると考えられる。今後、より多くの生徒が関わっていけるよう、働きかけていきたい。
設問4は、肯定率こそ84ポイントと高めではあるものの、昨年度より５ポイント減となっている。教職員一

同、生徒たちにとって信頼できる身近な大人として、いざというときに相談できる窓口となれるよう心がけて
はいるが、その思いが届いていない生徒がいることが伺える。今後、より一層丁寧で誠実な関わりを日々
積み重ねて行くよう、心がけていきたい。

※全体の結果の詳細につきましては、本校のホームページに掲載しておりますので、是非ご
覧ください。なお、今後の学校だよりで、保護者の結果分析等も紹介していく予定です。


